
奈良県海外展開リーディングカンパニー表彰

⚫ 丸山繊維産業株式会社

⚫ アスカ工業株式会社

⚫ 株式会社新生

表 彰 企 業

（天理市）

（大和郡山市）

（橿原市）



丸山繊維産業株式会社

代表取締役 丸山 欽也
住 所 奈良県天理市長柄町695番地
業 種 染織整理加工業
従業員 27名（R6年1月時点）
海外展開先国 アメリカ、ニュージーランド、韓国等
海外展開品目 蚊帳織りふきん、タオル

国内での先行きに伸び悩みを感じていた中、2012年奈良県海外販路拡大支援事業に採択されニューヨーク
のギフトショーに出展。以降、独自でも海外展示会に出展する運びとなった。現在では全売り上げの8％を海外
売り上げが占める。蚊帳生地染織から縫製・プリントまでを天理本社工場で行う一貫生産が強みであり、短納
期での量産、低コスト化に対応できる。海外への対応体制としては、国際室を有し、自社ホームページに英語
バージョンのサイトやカタログを作成する等、海外からの問合せ・発注に多角的に対応できる体制を整えてい
る。また、各国に現地ディストリビューターがあるため、現地の声を反映した商品開発に取り組むことができる。

プロフィール

取組概要

・社内に国際室を設置する等により独自の海外対応体制を構築している。
・ジェトロ奈良等を活用して、現地展示会に出展し、接触のあった業者へ自ら現地に出向くことによりディストリ
ビューターと関係構築を行う等、取り組みのクオリティが高い。
・海外でのニーズの把握に努め、多角的に販売に取り組んでいる姿勢が見られる。

選定理由

丸山 代表取締役 蚊帳織りふきん、タオル



アスカ工業株式会社

代表取締役社長 北村 ひとみ
住 所 奈良県大和郡山市美濃庄町458-1
業 種 特殊バルブ製造販売
従業員 32名（R5年7月時点）
海外展開先国 中国、アメリカ、台湾、インド、韓国
海外展開品目 プラント用特殊バルブ、パーツサプライ、スーパーバイズ

創業当初は主に国内繊維産業向けに特殊バルブを提供していたが、繊維プラントの主役が海外に移り、商
社経由で海外へ輸出を始めた。以来、海外向けの比重が高く推移している。海外代理店は販売を行う商社と
してだけではなく、現地代理店のスタッフを本社工場でトレーニングし、保守点検・アフターフォローができるよ
うに教育している。代理店として各国で事務所を構えているため、現地の顧客や海外展開している日系企業
に対して、購入からアフターフォローまで手厚く対応できる。「メイド・イン・ジャパンの品質」として、高温・高圧
の過酷な条件下で使用される特殊バルブの製造に強みがある。ニッチな市場ではあるが、高品質を追求して
付加価値の高い製品を供給している。

・高い技術力を持ち、新製品開発に取り組んでいる。
・長年の海外展開で養われたノウハウが活かされており、今後の活躍に期待できる。
・少ない人員体制の中でリモートを活用し、商談からアフターフォローまでの実施体制を築いている。
・品質の良さが海外でも評価され、長年にわたり海外に向けた販売を行っており、メイドイン奈良の製品として
今後も期待できる。

北村代表取締役社長 多方向切替弁(7方弁） 高温高圧プラグ弁

取組概要

プロフィール

選定理由



株式会社新生

海外への販売網の拡大と、国内での縫製工の人材確保が厳しい時代となる中で、1994年中国江蘇省にサ
ポーター製造工場を設立。翌年には上海市に独資の上海工場を設立した。他の県内企業に先駆けて、海外
販売強化と海外製造の一貫体制を確立し、そのノウハウを基に、中国進出を考える県内企業に対し、拠点
（工場）設置や設備導入にかかる中国政府への申請方法等について助言を行うなど、県内企業の海外展開
への足掛かりをつくった。2003年から中国より技能実習生の受入れを開始。現在までに80名以上の縫製に
携わる技術者を育て上げた。その中には、帰国してから現地で縫製工場を経営している元実習生もいる。

プロフィール

・30年にわたる海外展開の経験を活かし新市場の開拓が進んでおり、今後の展開に期待できる。
・海外進出歴が長く、信頼できる代理店の確保に成功している。
・国内製品の仕様のまま持ち込むのではなく、ローカライズなど現地ニーズを商品開発に活かしている。

谷口 代表取締役社長
健康サポーター

プロフィール

取組概要

選定理由

代表取締役社長 谷口 晴紀
住 所 奈良県橿原市大軽町３６０
業 種 繊維製品製造業
従業員 78名（R5.1月時点）
海外展開先国 中国、韓国、シンガポール、台湾等
海外展開品目 健康サポーター・ベルト


